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の
微
望
の
充
足
の
價
尊&
自
己
の
'

豫
期
せ
.

る
、
結
婚
に 

因
ろV
生
，
る
有
形
、
無
形
の
，失
費
の
債
値
に
超
過
す 

と
思
惟
せ
る
於
故
な6

。
其
欲
望
多
く
且
つ.強
き
S

其 

失
费
の
多
き
こ
と
分
明
な
ら
ん
於
、
結
婚
を
斷
行
す
る 

$

の
，
從

つ

て

尠

S

ら
ん
。
又
其
欲
蘧
多
&
ら
岁
且
つ
簿 

弱
な
る
名
、
豫
期
す
べ
き
失
費
皆
無
な
る
か
或
は
僅
少 

な
ら
ば
、
結
婚
を
躊
踏
す
る
名
の
多
か
ら
次
る
ベ
.

し
。 

然
れ
ど̂
9

欲
望
を
感
す
る
は
具
々̂

る
に
反
し
。
結
婚 

に
因
6

-C

生
ず
る
有
形
、
無
形
の
失
費
を
豫
知
豫
測
す 

る
は
多
少
のic
w

、經
@
を
要
す
る
を
以
て
普
通
、、人
は 

單
に
其
一
部
分
を
覺
知
し.て
夫
れ
に
對
す
る
豫
算
を
.な 

す
の
み
に
て
、
自
己
の
有
す
 >

る
結
婚U

依
6

て
滿
tc
s

 

ん
と
す
る
欲
壟
の
充
足
の
價
値
と
、結
婚
の
釀
す
有
形
、 

無
形
の
殳
«

の
M

M

を
lE
m

に
比
較̂

定
し
得
る
名
の 

殆
ん
ど
無
於
ら
ん
。
此
失®

を
豫
測
算
定
す
る
こ
と
少 

き
程
夫
れ
丈
結
婚
に
對
す
る
躊
躇
少
き
な
6

。
文
明
>國 

ょ
6

名
未
開
國
に
、有
識
者
間
ょ6

名
無
敎
育
者
、
愚
民 

間
に
輕
卒
な
る
結
婚
を
な
し
、
善
後
策
に
窮
す
る
者
多

.

學

凌

の

销

葛

..

.

0 .
.
'本

•

佐
野
善
作
历
4

博
士
號
商
業
政
策
論
の
大
家
在
る
，
 

佐
野
善
作
氏
は
我
國
の
取
引
所
史
に
關
す
る
論
文
を
提 

出
し
て
去
る
七
月
下
旬
法
學
博
士
の
學
位
を
受
領
せ
ら 

れ
fc
i
 

. 

.

镟
新
渡
戸
傅
士
の
渡
米
第
一
高
等
學
校
々
畏
兼
法
科
，
 

大
擧
敎
授
な
る
新
渡
戸
博
士
は
八
月
下
Ĵ
if
i

京

出

發 

渡
米
の
途
に
就75
>

れ
杧
6

。
同
博
士
の
渡
米
の
動
機
は 

日

米

開

，
の

意

志

_

通
の
ー
機
關
と
し-<
今

囘

我

國

‘
に

來
 

遊」

*

る『

ィ
ン
デ
。へン
デ
ン
ト

」

雜
誌
の
挣
主
ホ
ル
ト 

氏
の
ま
唱
に
依
ノ
クrr

T3

ン.

ビ
ヤ
大
學
の
總
長パ
ト
ラ
I
 

V

氏
の
聯
施
を
以
て
成
立
し
把
る
雨
陶
間
の
講
師
交
換
の 

.

第

1

着
と
し
て
政
麻
の
指#'
に
依
6

て
：我
學
界
を
代
表 

)
'

し

V

米
國
の
數
箇
大
學
に
於
て
講
演
を
せ
ら
る
》
に
あ 

19
7

6

來
年
は
*

_

ょ
纟」

名
の
講
師
來
纟'.
<

»|
^

を
_
く

,:
學

：
界
へ

Q
.

猶

：
息.'

と
云
ふ
新
渡
戸
傅
士
の
米
國
滯
在
期
の
豫
定
は
來
年
六 

沔
迄
に
<

其
間
に
ブ
ラ
ウX

、

コ
口 

X

ビ
ヤ
、
ジ
ョ
ン 

ス®

ホ
。プ
キ
ン
ス
、
ィ
リ
ノ
ィ

'

K

、
ミ
.

ネ
y

タ
及
^

C

の
一
大
學
校
都
合
六
大
學
に
て
日
本
の
地
理
、
歷
史
、
 

經
濟
事
情
、
財
政
、
日
米
關
係
、
.滿
洲
に
於
け
る
日 

本
等
の
問
題
を
各
所
に
於V

六
週
間一.

週
ニ
赌
間
宛
講 

演
し
且
つ
同
脖
に
少
數
の
敎
授
學
生
を
集
め
て
セ…

ナ 

t
を
開
き
意
見
の
交
換
を
試
み
ら
る
へ
由
叉
日
米
間
敎 

授
交
換
事
務
を
擔
任
せ
ら
•る
、rr

TI'\

ビ
ヤ
大
學
總
長 

\

ト
ラ
ー
氏
は
新
渡
戶
博
士
'が
講
演
せ
ら
る
、
各
大
學 

の
各
大
學
の
組
織
、
：敎
授
及
び
學
生
の
生
活
、
敎
授
學 

生
間
の
關
係
等
に
附
き
仔
細
に
觀
察
せ
ら
れ
ん
乙
i
.を 

希
望
し
届
ら
る
、
と
尙
博
士
は
前
記
定
肺
の
.講
演
及
び 

セ
ミ
ナ
ー
以
外
に
講
«

地
附
近
の
他
の
m
子
校
及
び
各
種 

の
學
會
の
請
ま
^
應
K
我
國
民
の
生
活
文
明
等
に
關
し 

演
說
す
る
?1
と
あ.
る..
べ
し
1
£方.
ふ. 

/

餅
慶
應
義
塾
.の
新
米
國
敎
授，
昨
冬
僻
職
し
て
歸
國
せ 

る
慶
應
義
塾
大
學
部
經
濟
學
敎
授ピ
カ.
1
ズ
氏
の
後
任

'
 

:

'. 

五

四

五':



擧

：
界

の

揹

■息

と
し
て
ハ
ー.V?

ド
大
學
岀
身
レ
ー
氏
來
朝
し
て
本
學 

期
の
始
め
よ6
就
任
し
*

6
氏
は
數
年
前
力
ン
サ
スil
. 

.立
大
學
を
卒
業
し
其
後
ハ
，
丨パ丨
ド

大

學

碑

究

一

料

に

入 

ノ 
6
經
濟
學
を
專
攻
せ
ら
れ̂
る
、

S

今
同
慶
應
大
學
の
招 

聘
に
激
b

v
同
校
に
敎
鞭
を
執
る
こ
と
、
.な
れ
6

本

年
ニ 

の
‘擔
任
學
科
は
經
濟
學
史
、
經
濟
史
，及
び
名
著
滸
究
に

| 

v

一
 11

年
前
上
ろ
同
所
に
經
濟
學
を
敎
授
し
届
ら
る
、
同

| 

b

く
パ
I

パ
|
ト
出
身
マ
グ
ラ
レ
ン
氏
の
檐
任
嵙
目
と 

同
，

一

な
6

來
學
年
に
は
兩
氏
擔
任
の
學
科
に
多
少
の
變 

更
4b
る
ぺ
し

一

©

社
會
政
策
.

講
演
社
會
政
策
學
會
は
九
月
三
十
一 

日
に
京
都
帝
國
大
學
構
內
に
其
講
演
會
を
開
き
翌
十
月j. 

1
日
に
は
神
戸
高
等
商
業
藥
棱
に
於
<
引
續
き
て
講
演 

を
催
し
*

6
雨
食
と
名
頗
る
盛
會
に
し
て
列
席
の
知
名 

の
經
濟
學
者
、
地
方
の
官
公
吏
有
'*
者
其
他
一
般
聽
講 

者
は
千
餘
名
に
及
ぴ
把
6

京
都
の
講
演
に
は
京
大
敎
授
一 

田
島
傅
士
の
開
會
.の
辭
ぁ
6

て
京
大
總
長
菊
地
男
爵
歡 

迎
の
辭
を
述
べ
講
演
に
移
6

し
於
«

5

の
氏
名
及
沈

五
四
六

其
演
題
は
左
.

Q

如

し

：

.

大
な
る
意
味
の
社

f

^

c

H

)

國
際
金
.贼論

私
法
學
と
社
會
政
興

S
二〕

.

勞
働
運
動

堀
切
篛
兵
衞
氏

福
田
德
三
氏 

高
野
岩
一
一
ー
郧
历

猶
ほ
此
外
に
中
島
信
虎
氏
$

一
 
場
の
^
演
を
試
み
ら
れ 

杞
6
、
神
戸
の
講
演
會
.に
は
律
#
敎
授
開
會
の
辭
を
述 

べ

-^
s
で
水
島
刺
戸
高
等
商
業
學
校
長
の
歡
迎
の
辭
ぁ 

6

て
後
ち
左
の
諸
氏
各
其
演
題
の
下
に
其
主
張
を
吐
露 

せ
ら
れ
^
6

新
舊
思
想
の
銜
突 

K

廉
な
る
生
活.

本
邦
社
會
政
策
の
將
來 

社
會
政
策
と
哲
學 

大
な
る
意
味
の
社
裏
策

( ：

下) 

高
き
公
债
か
：安
合
；

^

か
_

細
民
調
畓

私
法
學
と
社
會
政
霉
其
ニ
.

)

屯

岛

信

虎

氏 

河

津

遛

氏
 

關

一

氏
 

河

上

聚

氏
 

堀
切
善
兵
衞
氏 

服
部
文
四
郞
氏 

高
野
耑
S
郎
氏 

福

田

德

三

氏

0

英
國
經
濟
學
者
の
來
遊
社
會
政
策
の
大
家
と
し
て 

有
名
な
る
偸
敦
經
濟
學
校
の
敎
頭
シ
ド
=
I 
f
^
y
エ
ブ 

氏
夫
*
は
世
界
漫
遊
の
途
我
國
に
立
奇
み
s
lg

來
各
エ 

業
地
及
ぴ
內
，地
0.
經
濟
狀
態
殊
に
勞
働
者
の
生
活
事
f t

199

を

視

察

し

つ

、
あ
6

氏
の
今
囘
の
來
遊
は
單
に
學
者
と 

し

て

1

個
人
の
資
格
な
る
を
以V

出
來
得
る
限
6

官
民 

の
注
意
を
惹
於
ぎ
る
欉
旅
行
せ
ら
れ
つ
、
あ
る
名
兎
に 

角
英
國
屈
指
の
經
濟
學
者
の
乙
と
、
て
.各
所
に
て
我
國 

の
經
濟
學
者
ょ
6

歡
迪
を
受
け
蹄
に
は
一
場
の
講
演
を 

試

み

ら

る

、

こ

と

あ
6

云
因
夫
人
？
亦
有
名
.な

•る

經

濟 

學
者
に
しV

結
婚
後
の
ゥ
尤
ブ
氏
の
著
書
は
夫
妻
の
共 

著
と
し
て
發
表
せ
ら
れ
つ
、
あ
ろ

i

逸

®

新
統
ft
協
會
獨
逸
社
會
學
協
會
の
支
會
と
し
て
獨 

逸

統

計

協

會

な

る

の

'生
る
會
長
は
ブ
ホ
ン
、

マ
イ
ヤ 

氏
に
し
て
書
記
は
ド
レ
ス
デ
ン
/)
グ
イ
ル
ズ
ブ
ル
、ガ
I

博

«±
バ
“
'

©
ブレ

*
-

ス
ラ
ゥ
大
寧
の
創
立
百
年
祭
プ
レ
一
ス
ラ 

ゥ
大
學
は
シ
レ
!
ジH

ン
に
在
ぅ
て
。フ
口
イ
セX

•に
て 

は
伯
林
大
學
に
次
ぐ
？
の
な
る
於
去
る
八
月
三
日
創
立 

百
年
祭
を
執
行
し
fc
~
o
と
云
糸
尤
^P

ブ
レ
一
ス
ラ
ゥ 
'に

舉
.界

の
.消

.息

て
は
明
治
三
十
五
年
以
來
此
度
にV

三
同
創
立
紀
念
祭 

を
行
ひ
^
6
是
れ
此
大
學
於
元
來
グ
レ
I
ス
ヲ
ゥ
の
レ 

オ
ボ
ル

ド
大
學
を
プ
ラ
ン
.グ
ブ
ル
ト

*
ア
ン
*
デ
ア
*
オ 

1
ダ
ー
の
ビ.
ヤ
ド
リ

*̂ナ
と
を
百
年
前
に
合
併
し
て
成 

れ
る
％
の
に
し
<

レ
オ
ポ
ル
ド

大
學
K
カ
ィ
ゼ
ル
•
レ 

ォ
ボ
ル

ド
に
依
^N

て
創
立
さ
れ
明
治
册

五

年
十
月
其
一
一 

百
年
祭
を
執
行
し
叉
ビ
ヤ
ド
リ
ー
ナ
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル 

ト
人
於
ス
ラ
ブ
人
に
對
し
て
獨
^
の
國
粹
を
保
存
せ
ん 

，と
し
て
起
せ
し
名
の
な
る
於
明
治
卅
九
年
四
月
四
百
年 

祭
を
執
行
し
今
年
に
至
6
て
此
兩
校

合
併
の
百
年
祭
を 

擧
行
せ
る
な
6
此
ブ
レ
ー
ス
ラ
ゥ
大
學
は
同
匕
く
ブ
<ロ 

ィ
セ
ン
に
伯
林
大
學
創
立
せ
ら
れV

よ
6
衰
微
せ
る
が 

如
き

傾
向
あ
る
？P

歷

史

上
頗
る
重
要
な
る
地
位
を
有

し 

千

八

百

十

三

年フ
サ
ド
リ
ツ

ヒ
®
グ
ィ
ル
•へ
ル
ム
三
世 

が
那
翁
に
拮
抗
せ
ん

と
し
て
：義
勇
兵
を
募
集
せ
る

際
の 

如
き
は
此
大
學
舣
東
部
に
於
け
る
愛
國
運
命
の
中

心
i 

な
C
N
<
其
哲
學
及
び
物
理
學
の
敎
授
な
る
ス
テ
ツ
フ
工

R
四
h



.

.

.

.

.

•

 

-...
 

'

 

.

 

.

:
\
x狡
自
か
ら
義
馬
英
を
引
率
せ
る
於
如
き
^

最
名
有
：

名
な
•

る
事
實
な
6

义
從
來
の
敎
授
中
；に
名
有
名
：な
る
入 

物
少
な
於
ら
ず
化
學
者
の
ブン
.

ゼ
ン
歷
史
家
の
壬
ム
ず 

ン
の
如
き
は
此
處f
e
 

:

授
tt
6

し
事
あ
.6

且
フ
歷
史
家 

f

c

て
小
說
家
な
る
フ
ー
フ
ィ
タ
ッ
ぐ
の
如
き
は
日
本
に
冷 

て
:«『

'y'

ル
a

ゥ
ン
ト
®

ハ
，丨
ベ
ン』

の
著
者
と

し
て
育 

名
苁
石
於
數
年
間
此
大
學
に
於
.て
講
師
と
し
て
親
し
く 

敎
■

を
執
6

し
が
衝
突
の
結
果
と
し
て
其
地
位
を
棄
て 

全
然
身
を
創
作
に
委
ぬ
る
に
至
れ
6

叉
ミ
ユ
ン
へ
ン
の 

經
费
學
者
プ

レ
ン
タ
ー
ノ
の
如
き名
一
塘
此
處
に
敎
授 

*

6

し
事
あ
6

傲
現
在
の
敎
授
中
に
は
法
擊
敎
授
‘に
し 

て
；歷
史
小
說
家
な
るダ
I 
Z

S

6『

ベ
t

タ
ー
マ
ン
ス
* 

ミ
ッ
タ
ィ
ル
ン
ゲ

ン』

の
編
*
者
な
る
地
理
學
者
スー
、、
 

パ
ン
あ
6

經
濟
學

者
と
し
て
は.
ユ

ユ
ス
©

ゥ
，オ
ル 

フ
あ
6

て
.中
流
の
大
學
と
し

て
は
最̂
^
有
名
な
る̂

j

の 

な
6

艾
其
圖
書
©

の
.如
き
は
初
め
は
頗
る
幼
稚
な
る
名 

の
に
し
て
神

學

者

H

 

'ル
；プ
ヱ
こ
ッ
■
■ヒ
於
館
長
^
ろ
し
時

五
四
'八

代
に
は
十
ニ
冊
請
求
す
れ
ば
其
和
土
ル
フ
エ
¥

一)

一一
 

ツ
ヒ(

無
し)

な
ど
.、
嘞
弄
さ
れ
杧
る
名
今
は
究
備
し
て 

同
地
方
に
關
す
る
寶
房
な
6
と
云
ふ 

.I

痧
tf
c
會
政
策
學
會
の
新
硏
究
社
會
政
策
學
會
に
て
は 

今
囘「

熱
帶
地
方
に
於
け
る
歐
洲
A
の
移
住」

な
る
問
題 

の
下
に
熱
帶
地
方
に
於
け
る
白
人
の
經
濟
狀
能
5
を
硏
究 

.

せ
ん
爲
各
經
濟
學
者
に.
分
檐
を
.侬
賴
し
ラ
ー
ト
ゲ
ン
氏 

の
如
き
^
其
.

一

部
を
引
受
け
杧
る
由
な
み
而
し
で
是
れ 

一
は
*

6
次
第
社
會
政
策
學
會
叢
書
の〕

と
し
て
出
版
.さ 

一
る
、
名
の
に
し
て
各
分
檐
者
の
頁
數
は
舟
ニ
頁
ょ.
6
丸 

十
六
頁
迄
に
し
て
_

酬
は
十
六
頁
每
に
五
十
圓
に
し
て 

一
其
內11

十
五
圓
は
學
會
ょ
ろ
支
出
し
殘
6
のI1

十
五
圓 

は
聚
民
*
ょ
6
補
肋
^
る
、
箸
な
6 

驂
W
ィ
デ
ル
べ
ル
ヒ
の
正
敎
授
ゴ
ー
タ
ィ
ン
氏
は
國
民 

自
由
黨
の
候
#
者
と
し
て
衆
議
院
議
員
選
擧
に
打
て
出 

て
づ
る
な
る
べ
し
と
傅
へ
ら-
る

■

翁
ハ
ム
ブ
ル
ヒ
の
ぐ
ル
ム
ス
敎
,

は
世
界
經
濟
ノ
セ 

ミ
ナ
，丨
を
開
き
^
-Cs 

,

像
ラ 

プ
チ
，ッ
ヒ
傭
師
ビ
！
ャ
マX

氏
は
ス
チ
ー
ダ 

門
下
の
秀
才
な
る
於
今
同
五
萬
マ
ル
ク
を
同
大
學
へ
寄 

附
S
れ
fc
6
獨
逸
大
學
の
講
師
は
無
給
な
る
故
ビ
氏
の 

如
く
£
額
の
寄
附
金
を
な
す
は
異
例
に
し
て
頗
る
人
の 

注
意
を
惹
け-CS 

'

#.ャ
ッ
フ
工
ー
氏
の
#
進

『

英
國
銀
行
論』

の
著
者
と. 

し
て
且..
つ『

社
會
斜
學
及
び
響
政
策
雜
誌』

の
發
行
者 

と
し
<
有
名
な
る
同
氏
は
ミ
ユ
y

ヘ
ン
大
學
の
名
#
敎

授(

'ホ
/

ラ
I 4

办
プ
-v
t

フ
エ
ソ
ル)

に
# .
任
せ
6

辍
名
敎
授Q

古

稀
.

三
ユ
ン
へ
y
の
マ
ィ
ャ
敎
授
は
ボ 

年
四
月
十1

?

尤
古
稀
の
税
典
を
擧
げ
ら
れ
し
が
ゲ
ッ 

プ
ン
ゲ
ン
の
コ
.

！
ン
敎
授
名
十
：

J

月
十
一j

日
に
同
檨
の 

覦

賀

式

を

行

は

る

、
由
な

6

.

:

/.

蟛
才
ン
グ
ン
敎
授
の
永
眠
べ
ル
ン
大
學
の
敎
授
、に
し 

V

ァ
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
：以
前
の
«
«
學
史
の
著
者
と
し
て 

有
名
な.
る
ォ.
グ
ヶ
シ
历«
昨
冬
長
逝
し
^
6
國
民
の
\經 

濟
$

は
此
楗
の
著
書
中
の
台
眉
^
る
？
の
な
る 
'が
其 

續
編
を
完
成
す
る
：に
至
ら
ず
し
て
他
界
し
把
る
は
斯
學 

::

V學
界
の
梢
息
：，

の
爲
に
惜
み
て
？
尙
餘
6
あ
6

•

O

獨
逸
社
會
政
策
學
會
總
會
シ
モ
ヲ
l

m
■
を
會
長 

と
す
石
同
學
會
今
年
度
.の
總
會
は
今
月
丸
十
兩
日
の
月 

|

曜
日
と
火
曜
日
に
バ
ィ
チ
ル
ン
の
ー
一
ユ
ル
ン
べ
ル
ヒ
，
 

| 

.市
に
て
行
は
る
、
喾
な
る
炉
1討
論
題
被「

地
方
税
問
題」 

|

に
し
て
報
告
者
は
ミ
ユV

へ
ン
の
口
ッ
ッ
敎
授
、
ド
ル
ト 

I

ム
ン
ド
市
の
市
參
事
會
員
ギ
ル
ト
、
ブ
ラ
ン
ク

フ
ル
ト 

市
の
市
參
事
會
員
グH

ル
の
三
氏
な
6

而
し
て
月
曜
*0 

j

の
i]
#

tt
.九
辟
半
閉
會
K

五
辟
に
し
て
專
ら
報
告
と
0 

論
を
行
ひ
火
曜
日
は
九
脖
半
に
開
會
し
先
づ
前
日
討
論 

の
殘
6

あ
れ
ば
之
を
行
a

終
は
6

て
シ
ャ
I 
ロ
ッ
テ
ン 

|

-/
'

ル

ヒ

高

等

エ

業

與

子

校

の

へ

ル

ク

ナ

I
敎
授
の「

勞
働 

|

者
の
>
§
理
問
題
特
に
勞
働
.者
同
盟
の
方
法
及
び
結
果
に 

就V

 J

 

I

演
®

t

 

V

三
塒
に
閉
會
す
る
答
f

 

’
討
論
演
說
等
は
*

の
如
き
順
序
にV

行

は

る

、
箸

な
 

れ
ど
名
倚
八
-^
の
日
曜
日
午
後
.よ
.
6
餘
暇
を
利
用
し
會 

食
叉
は
家
族
同
伴
の
散
步
或
はH

場
の
視
察
等
を
な
し 

十
二
.
日
水
曜
日U

全
X

終
6

を

.告

ぐ

る

由

な

6

i

四
九 

'
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P
界.
0
消
息

.佛國

.

V
a

レ
バ
サ
ー
氏
の
处
®

口
レ
ジ•
デ
•
フ
ラ
ン
ス
の
主 

任
に
し
て
統
| |
學
者
と
し
且
つ
亦
允
經
濟
史
家
と
し
< 

世
界
に
有
名
な
る
佛
の
磺
學
工.
ミ
ル
•
レ
バ
サ
ー
氏
は 

去
る
七
月
十
日
に
八
十
三
歲
の
高
齡
を
以
て
長
逝
せ
ら. 

れ
*:-
0
氏
は
千
八
百
，ー
一
十
八
年
十
二
月
八
日
。ハ
リ
に
生 

れ
ニ
十
一
才
の
#
高
等
師
範
學
校
に
入
學
し
經
濟
學
殊 

に
貨
幣
問
題
を
#
^
せ
し
、

S

間
名
な
く 

(

千
八
百
五
十 

，
年)『

公
貨』

u
e 

p
e
cu

n
iif;  p

u
b

lic
is

及
ぴ『

ロ 
ー
の 

制
度
に
關
す
る
史
的
碑
究』

R
e
ch

e
rch

es  

h
isto

riq
u
e
s  

su
rle

 systm
m

e  de  

L
a

w

と
題
す
る
ニ
論
文
を
發
表 

せ
6
千
八
百
五
十
八
年
に
は
力
y

ブ
ホ
ル
ニ
ヤ
及
才
丨 

ス
ト
レ

サ
ヤ
に
於
け
る
金
鑛
の
發
見
に
關
す
る
研
究
を 

發
表
し
大
に
名
聲
を
揚
げ
^
6
其

翌
年
氏
は
シ
ー
ザ
.
丨

 

よ
6

萆
侖
戰
爭
に
至
る
迄
の
佛
國
勞
働
者
の
歷
史
に
關 

す
る
著
書
の
第一

卷
と
第
二
卷
を
上
阵
し
第
三
卷
と
第

五
五o

四
卷
は
千
七
百
〇
一

11

年
と
四
年
と
に
發
刊
せ
，9
此
外
に 

發
表
せ
ら
れ
^
石
著
書
論
文
等
勘
於
ら
次

る

於
生

前

最

 

終
の
著
書
は
本
年
發
行
せ
し
佛
國
商
業
史
の
上
卷
に
し 

て
下.
卷
％
旣
に
脱
稿
し
永
眠
に
先
つ
數
日
前
に
は
試
刷 

を
校
正
し
つ
、
あ-
o
f t
'o
i

云
ふ 

.

レ
W
サ
I
氏
は•
經
濟
學
者
と
し
て
分
名
釣
爍
^
6
し 

耳
已
な
ら
ず
統
f t
學
者
と
し
て
叉
名
あ
6
氏
は
千
八
百 

六
十
年
6|
1

L
氏
於
未
だ
僅
か
に
三
十11

才
の
塒
旣
に
帝 

國( .
英)

統
計
協
會
の
名
擧
會
員
に
選
ば
れ
杧
6
叉
千
八 

百
八
十
五
年u

設
立
S
れ
杧
る
萬
國
統
計
學
會
の
基
礎

る
萬
國
統
計
會
議
に
參
列
し
*

る
ダ
萬
國
統
計
學
會 

の

設

立

さ

る

、

に

>至
6

て
其
會
員
と
な
6

次
で
副
會
長 

の
.一
人
A

な
れ
6

且
つ
此
學
會
の
會
報
に
は
面
積
、
人 

ロ
、
敎
育
、
森
林
、
人
類
の
分
布
等
に
關
し
論
文
を
寄 

稿
せ
ら
れ
*

,

?

氏
は
千
八
百
六
十
八
年
に
:-
4

レ

ジ

•
デ

•
フ

ー

フ

ン

ス

の 

特
待
敎
授
に
任
せ
ら
れ
經
濟
學
、
地
理
及
び
歴
史
の
講 

座
を
檐
任
し
千
九
百
三
年
に
は
同
校
の
主
任
に
*

任
せ

6
叉
千
八
百
六
十
三
年
に
は
科
學
士
學
院
の
會
員
に
擧 

げ
ら
れ
女
6
氏
は
此
外
に
敎
育
會
議
員
、
高
等
統
計
會 

饑
の
副<

^
、

農
業
協
會
の
前
會
長
、
パ
リ
經
濟
學
會 

の
會
長
、
地
理
^

！の
名
春
會
長
、
經
濟
地
理
協
會
の 

名
#
會
長
杧
A
ノ
且
つ
外
國
に
於
け
る
多
く
の
統
f t
、
經 

濟
、
.地
理
學
會
及
び
其
他
の
諸
學
會
の
會
員
若
し
く
は 

賛

册

員

し

*

6

'

英國

®

人
種
改
良
學
講
座
人
種
欧
良
論
を
以
て
有
名
な
る 

ヵ
ー.
ル
•
ピ
ヤ
ソ
シ
氏
は
今
囘
偸
敦
大
學
に
設
け
ら
れ 

-f
c

る
人
種
敗
良
學
講
座
の
檐
任
を.
命

此

«
 

座
は
本
年1

月
物
故
し
把
る
磺
學
.ブ
ラX

シ
ス
•
ガ
ル 

ト
シ
氏
の
遺
志
に
因
つ
き
同
大
學
へ
氏
の
遺
產
中
ょ
6. 

寄
附
し
^
る
四
萬
五
千
勝
：の
基
本
金
を
以
て
設
置
^
れ 

杧
る
？
の
に
し
て「

ガ
ル
ト

ン
氏
A

種
改
良
*

*

座」

i 

名
け
ら
れ
其
附
屬
物
と
し
て
挤
究
室
及
び
圖
書
室
を
併 

置
し
^
シ
と
云
夯
同
講
座
檐
任
の
敎
授
は
人
種
敗
良
學

學
界
の
消
息 

'

を
研
究
し
且
つ
是
れ
に
關
す
る
知
鋪
を
普
及
す
る
の
義 

務
を
有
す
る
を
以
て
第j

r
A
ff
i
改
良
學
の
講
究
に
必 

要
な
る
材
料
を
集
收
し
第
一一.

に
此
材
料
を
比
較
硏
鐵
し 

V、

結
論
を
與
へ
第
三
に
照
會
所
を
設
け
或
制
限
內
に
個 

人
及
び
官
公
吏
に
對
し
人
類
遺
»
の
法
則
に
關
す
る
知 

識
を
頒
與
し
終
6
に(

甲)

講
義(

乙)

出
版
物(

丙)

公
開 

講
演(

丁)

實
驗
若
し
く
は
觀
察
に
侬
6
て
人
種
改
良
策 

の
知
識
を
普
及
す
る
の
責
任
を
有
す
と
云
ふ 

鬱

貧

窮

者

豫

防

會

議

.

.
は
偸
敦
市
長
を
議
長
と
し
去
る 

六
月
ニ
日
、
三
日
、
四
日
の
三
日
間
に
亘
6
ヵ
ク
ス
ト 

ン
館
に
於
て
偶
催
せ
ら
れ
杧
ろ
出
席
者
は
千
餘
名
に
し 

て
英
國
科
學
獎
§

會
の
例
に
倣
a
衞
生
、
敎
育
、
法 

律
、
財
政
、
失
職
及
び
低
能
者
の
諸
部
門
に
分
れ
て
討 

議
し
杧
6
と
尙
同
會
議
は
今
後
每
年
開
催
す
る
答
な
6
 

#
商
業
敎
育
、
寓
國
商
業
敎
育
獎
勵
會
は
倫
敦
經
濟
學 

狡
に
於y

去
る
^
月

一

一

十

四

日

よ

6
八

月

十〗

一
日
迄
會

#

下
級
勞
働
者
の
經
濟
學
拼
究
數
年
前
發
表
さ
^
允

笠
五
ニ



.
る
！

F
乎

律
i

-T
級

勞

働

者

の

敎

育

』
&

 

I

大
，動

機t
な-
 ̂

v
勞

働

者

を

集

め̂
敎

育

を

施

す

こ

と

近

來

益

々

盛

，
し 

と
な
6
偷
敦
大
學
名
各
地
方
の
大
學
.と
共
に
牛
律
大
學 

:の
例
を
倣
ふ
に
；至
ろ
戈
6
今
同
偸
敦
大
學
に
て
は
七
名j  

の.
敎
授
と
同
數
の
' 
各
勞
働
組
合
の
代
表
者.
ょ

々

成

.
る
一
一 

者
高
等
敎
育
獎
勵
聯
<n
委
員
會j

の
指
導
の
下
に(  

勞
働
者
を
十
六
龃
に
分
ち
..て
敎
育
を
與
へ
此
中
十
龃
に
一 

は
經
濟
座
を
S
組
に
姑
行
政
法
を
.一S
I
に
は
歷
史
を
他；

一
 

の
一.
龃
に
は
社
會
萼
を
敎
授
し
つ
、
ぁ
6
來
年
t
至

れ

|  

ば
現
今
經
濟
史
を
硏
究
し
つ
、
ぁ
る
者
の
大
多
數
は
理
一 

ar
fe
濟
寧
を
習
ぶ
誓
な
6
叉
各
#

生
は
三
年
の
開
定
期I 

に
論
次
を
起
#
提
出
す
る
の
義
務
を
有
し
口
頭
の
問
答
一 

淞
講
義
と
等
し
く
重
視
せ
ら
れ
且
つ
敎
師
の
個
人
的
指 

導
^
容
易
に
I

ん
於
爲
各
組
の
.«
數
を 
一
一
.+
名
に
限.

る
等
^

同
校
の
勞
«

者
敎
育
方
針
の
特
徵
な
夕
i

す

一

-.
•

.

.

.
米

，
國

•

米

濟

學

協

會

は

本

年
'の
例
會
を
ワ
シ
ン
ト
.ン

.
市
に.
て
十
二
月1  
一
-+
七
日
よ
6
j1

一
十
日
迄
開
催
す
る
こ 

と
に
：決
定
せ
6

■

_

.
駿
J i
業
經
».
. 
.
.ハ
|
-

ド
，大
®
敎
授
ヵ
ー
‘パ
ー
it
tt 

近.
き
中
に『

農
業
經
濟』

と
題
す
^
著

書

を

；
裏

す

る

由 

l i
t
版
者
は
ボ
X
ト_

ン
市
の.
ジ
y
出
版
會
tf
c

な
6: 

m

フ
イ
シ
ヤ

I

敎
授
の
新
^

エ一

ル
大
學
敎
授
フ
イ 

シ
ャ
ー
氏
の
新
著『

經
濟
學
大
意』

は
本
年
は
之
を
發
寶 

せ
^
しy

 H

丨
ル
、
イ
リ

/
,
ィ
ズ
其
他
ニ
三
の
大
學
に 

て
試
用
し
來
年
改
訂
の
上
刊
行
す
る
答
な
6
 

像n
.

丨
マ
ン
敎
授
の
著
書
米
國
女
流
經
濟
學
者
の
泰■  

坪
と
し
て
有
名
な
る
ゥH

ル
ス
レ
ー
女
子
大
學
の
經
濟 

學
敎
授
コ
丨
マ
ン
孃
の
著
書『

米
國
工
業
史』

は
近
日
ベ 

ル
リ

ン
市
の 

B
i
b
l
i
o
t
h
e
k

 c
l
e
r

.
 A

m
e
r
i
k
a
n
i
s
c
h
s

 CU
L-  

t
u
r
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 

f
c 
轉
*

3 

る
、
こ
と
、

燉『
.H

.

丨
ルO

レ.
ビ
ユ
ー』

エ
r

ル
大
學
の
發
刊
に
係 

.
る
同
誌
は
是
迄
經
濟
、
政
治
及
社
會
問
題
に
關
す
る
學 

術

的

雜

誌

な

，り
し
が
今
囘
米
國
經
濟
學
協
會
.に
て
殆
ん 

ど
同
種
の
雜
誌
を
發
行
す
る
こ
i

y

な
，ク
允
る
を
以
て

205

其
體
裁
を
_

重
し
十
月
上
6

以
前
よ

/

ノ
名
通
俗
的
な
る 

の
-

^

し
で
^
|
^
|
1
^
3
\る
-

^

云
^

⑩
セ
リ
グ
マ
ン
氏
の

if
著
氏
は
目
下
財
政
學
の
新
敎 

科
書
を
起
萆
し
つ
、
あ
6
上
卷(

四
百
五
十
頁)

は
歳
入 

を
論
匕
下
卷(1

一
百
五
十
頁}は
歳
出
、
公
偾
豫
算
等
を： 

論
ず
主
と
しV

米
國
の
財
政
事
情
を
基
礎
と
せ
る
著
書 

な
-.O

と.
云
^
.

.

錄『

11
1:
界
#_

の
商
法』

ホ
ス
ト

ン
書
籍
會
社
は
今
囘 

題
目
の
如
き
消
瀚
な
る
_̂

«

を
發
刊
す
る
.に
決
定
し 

杧
6
と
同
書
は
三
十
五
卷「

一
卷
丸
弗J

よ
ら
^
ろ
其
の 

•
網
羅
す
る
所
は
各
國
の
商
法
以
外
に
爲
替
手
形
、
破
產 

海
上
法
、
商
朁
憤
、
JS
事
訴
訟
手
續
等
な
6
第

一

卷
炫 

旣
に
六
月
に
發
行
^
れ

其

後

侮

月

一

，
卷

づ

ゝ

を

?#
^

す 

る
由

.

..

⑩
ブ
‘

ホ

ー

グ

ナ

ー

傅

士

は

今

春

第

十

西

0

國

勢

調

查 

の
副
長
に
任
せ
，ら
れ

*

6

#
'

新
進
の
女
流
經
濟
學
者
ゥ
ェ
ル
ス
レ
ー
女
子
大
學 

經
濟
學
講
師
哲
學
博
士 

r
 -m

ヤx

ダ >
:

ン
.孃
は

女

子

大
學
聯
合
同
窓
會
.の
獎
學
金
の
支
給
を
受
け
本
學
年
間 

は
賜
睱
を
得
で
べ
ル
リ
ン
市
に

^

^
し
*
«

税
の
矶
^
 

を
な
す
と
云̂
.

@
ゥ.
丨
ル
シ
ー
氏
の
退
隱.
ヱ
ー
や
大
學
ぼ
#

»

に
於 

て
外
し
<*
國
際
公
法
の
敎
授
杧
6
し
同
氏
は
本
年
病
氣 

の
爲
め
職
を
辭
し
退
隱
せ
ら
れ
戈
6

?

フ
ィ
y
シ
氏
の
渡
歐
ウ
ィ
ス

！

r 

\

シ

ン
大
寧
の
一
フ

ィ\

ン
敎
授
は
先
頃
偸
敦
市
に
於V

開
催
さ
れ
长
る
莴 

國
人
種
會
議
に
出
席
し
諭
文
を
朗
讀
し
其
後
國
際
公
法 

に
關
す
る
調
査
に
從
事
し
居
ら
れ
^
る
於
來
る
十
一
月

..一
日
よ-
^
ベ
ル
リ
シ.
大
凰
！，r
^
^
_

て
ル.

ズ.
ベ
ル
ト
.交
換

敎
檢.
と
し
て
冬
期
の
終
6
迄(

こ

：

「

合
衆
國
の
1!
際
地 

位
の
政
治
的
發
達」

と(1
:1
)「

北
米
及
び
南
米
に
於
け
る 

國
際
公
法
併
に
外
殳
±
の

諸_

®

」

に
關
し
講
義
を
せ 

ら
^
1
\ 
由
71
f#
o-, 

.-
.

儺
歐_

法
學
書
の
英
輝
.
昨
年
八
月
開
催
し
杧
る
米
國 

法
學
校
協
會
の
會
議
中
法
學
及

.

び
法
律
の
哲
理
に
關
す 

る
諸
外
國
©
名
著
を
協
會
の
事
業
と
^
<
之
を
英_

5
3

珙
界
の
消
息

五
五
三
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批

評

乙

紹

介
 

：

-

版
す
，る
t
と

に

決

定

し

著

書

の

選

擇

及

•び
飜
譯
の
監
督 

の
爲
委
員
を
選
定
せ
シ
而
し
て
旣
に
決
定
し
把
る
著
書 

«
#
佛
獨
の.
斯
學
に
關
す
る
名
著
に
し
て
未
決
.の
分
を 

.
冶
せ
て
都
合
十
二
册
を『

近
世
法
律
哲
理
叢
書』

.と
し
て 

ボ
ス
ト
.\

書
籍
會
社
ょ
ヶ

順
次
出
版
す
る
由
な
ヶ

批

評

と

織

介

•

«

 ̂
^

權

刺

質

論

サ
ぜ
9
、
八
馆
四
十
西
年
九
月
蒐
京
巖
松
堂
出
版

\

本
書
は
現
に
慶
應
義
藝
大
學
部
に
て
民
法
の
講
座
を
檐 

當

せ
る
神
戶
氏
の
新
著
に
し
て
、

鍵

に

權

利

質

の

，
總

論
 

の
意
味
に
て
、
法
學
協
會
雜
誌
に
揭
載
せ

ら
れ
允
る 

論
文
を

修
補
し
、

侮
ほ
新
に
轉
質
の
項
目
を
加
へ
て
出 

版
し
^

る
名
の
な
6

と
云
ふ
、
之
を
ニ
章
に
分
ち
、
第 

一
章
に
<

權
利
質
の
總
論
を
試
み
、
更
に
之
を
三
節
に 

細
分
しy

第

一

に
權^

1
;

と
物
上

質

と

の

區

別

を

明

に

k

l

し
、
第
一
9

て
權
利
質
の
本
質
を
說
明
し
て
、
權
利
物 

■
體主義と讓渡

主
義
と
を
區
別
し
' 
讓
渡
主
義
を
排
;K 

し
て
權
利
物
體
主
義
を
採
A

s

、
進
ん
で
權
利
物
體
主
義 

I

.
と
日
獨
民
法
と
を
對
照
評
論
し
允
6
、
第
三
に
て
權
利 

質
の
法
律
上
の
性
質
を
論
匕
、
各
種
の
學
說
を
述
べ
、
 

獨
逸
民
法
の
立
法
政
策
と
我
民
法
の
規
定
と
を
說
き
、
 

雛
利
質
權
は
物
權
に
名
'非
卞
、
債
權
に
名
非
少
* 

j

種 

\

將
別
の
權
利
に
し
て
、
我
國
法
上
そ
の
目
的
の
必
要
な 

I

る
範
圍
に
於
て
、
之
に
物
權
性
を
附
與
し
杧
る
名
の
に 

\

外
な
ら
次
る
次
第
を
論
斷
し
允
6
、
次
に
第11

章
に
て 

一
轉
質
を
諭
ヒ
、
細
輪
心
て
承
諾
瞥
貝
、.
通
知
轉
質
、
責 

\

任
轉
質
及
ぴ
轉
質
の
法
律
上
の
性
質
を
順
次
說
明
し
、

一
©
$
を
述
ベ
、
立
双
㈣
を
揭
げ
、
學
說
を
評
し
、
■日
®
 

民
法
の
規
定
を
比
較
論
評
す
る
等
轉
質
の
法
理
を
說
て 

遺
憾
な
し
と
云
ふ
可
し
、
僅
に
百
頁
餘
に
過
ぎfo

る一 

一
小
册
子
な
れ
ど
.

民
法
上
最
名
至
難
の
問
題
を
明
瞭 

に
論
述
し
女
る
著
者
の
手
腕
は
之
を
認
め
次
る
可
於
ら 

支
、
評
者
は
敢V

此
書
を
我
國
の
民
法
碑
究
者
に
蔴
o

207

る
i
同
赌
に
著
者
神
戸
氏
於j

日
？
阜
く
民
法
全
部
に 

亘
る
大
著
を
公
に
せ
ら
れ
んl

O

と
を
希
望
す
る
名
の
な 

6

0 

( .
板
倉
卓
造)

P
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H

本

の

經

濟

大
判
七
百
十
八
茛
.四十
四
年
八
月
傅
文
館
發
行 

-

{疋
價1

阅
五
十

錢

本
書
は
我
國
屈
指
の
經
濟
學
者
に
じ
て
且
つ
達
筆
家 

fc
ス
'
 
著
者
於
過
*
數
年
間
に
於
て
發
表
し
杧
る
主
と
し 

て
我
&
の
經
濟
問
題
に
關
す
る
論
文
及
び
講
溃
の
犖
記 

を
編
纂
さ
れ
女
る
ぢ
の
な
ろ
。
全
書
を
.分
ち
て
四
部
と 

な

し

、
第一

部

は

總

說

、
第

〗
一

部

は

農H

商

業

、
第
三
部 

タ

廳

質

县

、
.
第
四
谢
は
金
融
貨
幣

.
及

企

業

を

論

^

。

第
 

1

部
總
說
にV

:

著
者
は
我
國
と
歐
米
と
の
間
.の
經
濟
狀 

態
の
相
異
2 :-
詳
論
し
、■
彼
の
横
倣
の
み
に
依
6
て
..我

經
 

濟
的
を
企
圖
す
る
の
無
謀
な
る
を
指
摘
し
、
彼
我 

批
靜
I

.紹
介

,
習
慣
の
根
本
的
懸
隔
を
說
く
こ
i
極
め
て
適
切
な
6
、
 

第
二
部
は
農
工
商
業
と
題
す
と
雖
ぢ
其
精
粗
の
程
度
一 

一
な
ら
^
。
第
二
部
の
頁
數
は
三
百
六
十
頁
な
る
於
、
其 

中
三
十
頁
は
農
業
を
論
匕
、
殘
6
の
三
百
三
十
頁
は
之 

を
商
業
政
策
論
に
充
て
杧
6
。
工
業
論
に
至
6
て
は
餘 

6
多
く
の
注
意
を
受
け
^

6
し
が
如
し
。
然
れ
ど
^P、

|

此
部
は
全
書
中
最
$
»
新
の
觀
察
と
硏
究
の
結
果
を
含 

み
届
る
な
ら
ん
。
農
業
を
論
梦
る
に
當-
CN
<
著
者
は
我 

國
の
經
濟
め
根
本
は
農
業
に
在
る
《
農
業
は
猶
幼
稚
な 

6
と

論

し

、
其
理
由
は
農
.民
の
因
循
姑
息
に
在
ろ
と
說 

き
、
農
民
保
護
の

1
策
と
目
^
れ
届
る
米
縠
輸
入
税
は 

農
民
を
し
て
依
賴
心
を
生
せ
し
む
る
の
み
に
て
無
形
の 

弊
害
多
し
i
緒
論
せ
ら
れ
*

6
。
著
若
は
進
ん
で
園
藝 

\

の
獎
勵
を
諭
匕
、
轉
ヒ
て
商
業
政
策
論
に
移
气
取
引 

|

所
の
弊
害
を
除
去
す
る
に
は
取
引
所
の
役
員
の
人
選
と 

.

同
業
者
の
相
互
監
督
に
意
を
用
ゐ
る
を
以
て
最
上
策
と 

' 

/ノ
と
主
張
し
、
轉
寶
、.
買
戾
に
名
課
稅
す
る
代
6
に
一 

般
の
税
率
を
低
減
す
べ
し
と
提
言
し
、
進
ん
で
直
取
引

.

五
i


